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(1）「空間論争」については、 A.コイレ、 「閉じた世界から無限宇宙へ」 （横山雅彦訳、
みすず書房、 1973年）が詳しい。よりコンパクトな記述としては、 H.Heimsoe出，
Studien zur Philosophie Immanuel Kants, ( Koln,1956，）の第2章、 “Der Kampf um _den 





(3) I , S.378. 
(4) Ibidem. 
(5) Ibid. S.377. 
(6) V gl. Ibid. S.382. 
(7) Ibid. S.382～ 383. 
(8) Vgl.あid.S.377. 
(9) G.W.Leibniz, Hauptschrijten zur Grundlegung der Philosoρhie Bd. I ,Phb., S.76. 
(10) Ibid. S.71. 
(11) Ibid. S.72. 
(12) V gl. Ibidem. 
(13) Vgl.「全集」 3巻 p.242.
(14) Vgl.「全集」 2巻 p.23.
(15）必1・tikder reinen Vernunjt, Phb., B38. 
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(17）あid.Al62=B202. 
(18) Ibid. Al臼＝B203.
(19) Ibid. A2l=B35. 
(20) N , S.286. 
(21) Vgl. Kr.d.r.V., A260=B36l. 
(22) Ibid. A277 = B333. 
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(23）必id.A28.3=B339. 
(24) Vgl. JbidA44=B62. 
(25) Ibid. A284=B340. 
(26) Ibidem. 
(27) Ibid. A285=B341. 
(28) Ibid. A288=B344. 
(29) Vgl. Jbid.A292=B348. 「無」の表。
(30) D.へンリッヒ、 「神の存在論的証明J （本問、須田、中村、座小田訳、法政大学出
版局、 1986年）、第二部、 「カントの存在神学批判」を参照されたい。
(31) I , S.72. 
(32) I , S.8.3. 
（お）KT.d.r. V., A597 = B625. 
［補注］ カントとライプニッツ著作との関係については、近年の研究から、批判期におけ
るカントが、 1768年にジュネーヴで出版された Dutens版の「ライプニッツ全集」を手
にしていたことが明らかになった。しかし、前批判期のカントは、恐らく、ヴォルフの数
学的著作を通じてライブニッツの思想に接していたに過ぎないであろう。 （この補注は、
酒井潔岡山大学助教授の指摘による。）
（うえだ・とおる 筑波大学大学院哲学・思想研究科在学）
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